
第１章　序論
1.1 研究の背景と目的
　近年ストック活用の方法として , 空き家の改修と
同様 , 空きビル・空き店舗・空き倉庫等の既存ストッ
クを現在の社会に求められる用途に転換していく事
は , ストック活用の流通に寄与している . それらの
動きに伴い , 社会ニーズの変化・多様化により様々
な用途が生まれ , 今日一般的な名称となりつつある .
しかし , その多くは建築基準法上に定義されていな
い用途として存在し , 確認審査時に , どの用途に分
類すべきか判断し難く用途特定のばらつきが生じる
可能性がある . また , 道の駅やシェアハウスの様に
社会一般的な呼称として用いられる用途は建築基準
法上には , 明確な定義・定説は存在していない . さ
らに用途特定をより複雑化するものが建築家が建築
専門誌等で発表する多様な用途名称である .
　本研究は建築家が誌上発表時に使用した用途（以
下 ,「誌面上の用途」）と , 確認申請時に用いられた
建築基準法上の用途（以下 ,「申請上の用途」）の比
較を通じて , 双方の相違点に関する考察を行う . こ
れにより , 用途名称に関する基準設定の一助となる
ものと考える .

1.2 既往論文と本研究の位置付け
　用途変更と建築基準法に着目した本研究と関係す
る研究には , 公共建築の用途変更に伴って , 生じる
建物平面の変化を分析し , 合理的な平面計画を提示
した曽根陽子氏の研究1)2), 用途変更の設計を担当し
た設計者に対して用途変更をする際に妨げとなった
建築関連法等についての意識調査を基とした河野学
氏らの研究3)4) などアンケートによる実態調査 , 廃校
小学校に限った転用改修に対する建築基準法の影響
についての河野学氏らの研究5) がある . 本研究は ,
用途変更後における基準法及び建築家 , 双方の用途
特定に相違が生まれる実態を解明し , 用途名称に関
する共時的な基準設定を考察することに意義がある
ものと考える .

第２章　調査方法と調査対象
2.1 調査方法
　建物の用途に対して建築が誌面上と申請上にてど
の様な用語を用いているかを調査する .「誌面上の
用途」は新建築を調査資料とする . 一方 ,「申請上の
用途」は確認申請時に提出された建築計画概要書を
調査資料とし , 双方の相違点に関して考察を行う .

2.2 調査対象
2.2-1 調査資料① 新建築
　「新建築」創刊号から 2018 年 9 月号まで用途変
更をされた建築の事例数を調査したところ ,2000 年
を機に増加している事が判明した（図 1）. そこで ,
調査対象を 2000 年 1 月号から 2018 年 9 月号まで
に掲載された用途変更事例とする . 現時点で対象事
例数 210 事例を把握している .

2.2-2 調査資料② 建築計画概要書
　調査資料①「新建築」にて収集した事例の中から、
既存建物もしくは用途変更後の建築計画概要書が入
手可能なものを調査対象とする . 調査期間の面から
判断し , 調査範囲を関東地域とする . 関東地域に存
在する調査対象は , 現時点で 100 事例ある . さらに
その中で , 実際に概要書を入手できた事例は ,40 事
例であり ,その内訳は ,既存建物のみの事例が14件 ,
用途変更後のみの事例が 23 件 , 両方あった事例が 3
件であった（表 1）.
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図 1「新建築」における調査対象の推移
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第３章　用途の相違に関する考察
3.1 調査に関する考察
　前項による調査では、「誌面上の用途」と「申請上
の用途」に明らかに相違が生じている事例が確認で
きた . 主に申請上に物販店舗や事務所という記載に
対して誌面上では異なる用途を示す事例が目立つ .

3.２ 仮説
　「誌面上の用途」を一般化された建築計画学におけ
る用途へ類型化することで「申請上の用途」との間
に生じる相違の実態を明らかにできるものと考える .

3.3 分析方法と分析対象
　「誌面上の用途」を建築設計資料集成上で定義され
る 16 用途（以下 ,「資料集成上の用途」）に分類し ,
再度「申請上の用途」との比較を試みる .
　分析対象は , 前章の調査対象に準ずる .

3.4 分析に関する考察
　「誌面上の用途」は近年 , より多様化 / 複合化して
おり , 建築計画学にて定義される 16 用途の範疇では
分類しきれない状況にあると言える . 本研究では ,
調査資料に「新建築」及び「建築計画概要書」を用
いた事で , 現在の用途を以前から使用される用途と
比較し , 用途の多様化を通時的に考察できた . さら
に , 一般化された建築計画学にて定義される用途と
比較する事で , 建築計画における用途を再考する契
機となる研究成果が期待できる（表 1）.

第４章　今後の展望
　「誌面上の用途」,「申請上の用途」, そして「資料
集成上の用途」の間に相違が起こる要因を詳細に分
析するために , 現地調査やヒアリングを行う予定で
ある . 具体的には , 施設利用者を対象とした , 行為内
容の記録や施設運営者や設計関係者に対するヒアリ
ング調査を行うことを考えている .
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